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　飛驒帯は西南日本弧の背弧側に位置する，古生代～中生代ジュラ紀変成岩類（飛驒変成岩

類，宇奈月変成岩類）と花崗岩類（飛驒古期・新期花崗岩類）からなる地質帯である1．飛

驒帯の起源は北中国地塊説2，南北中国地塊衝突帯説3，中央アジア造山帯説4などがあり，議
論の収束を見ない．しかしこれらのいずれが起源であったとしても，飛驒帯は大陸起源であ

ることには変わりはないため，先カンブリア時代～顕生代にかけての大陸成長の情報を保持

していることが大いに期待される．近年，ジルコンHf同位体を用いた大陸地殻の成長に関す
る議論5が盛んになされているが，まずはU–Pb年代によって飛驒帯を形作った大陸地殻成長
史の全容を把握することが重要である．これらを踏まえ，本研究では飛驒帯の変成岩類およ

び花崗岩類に対してジルコンU–Pb年代測定を行った．本発表ではその結果を報告し，飛驒
帯の形成史を議論する．

本研究では飛驒帯構成岩類のうち，飛驒変成岩類から4試料，飛驒花崗岩類から15試料を対
象に，ジルコンU–Pb年代測定をおこなった．ジルコンU–Pb年代測定には，東京大学平田研
究室設置の高速多点フェムト秒レーザーを接続した多重検出型誘導結合プラズマ質量分析装

置（msfsLA-MC-ICP-MS）を使用した．
年代測定結果の要点は以下のようにまとめられる．（1）300 Maに形成された火成岩を源岩
とする変成岩を発見した．（2）飛騨変成岩類に記録されている変成年代は約265–245 Ma
である．（3）伊西ミグマタイトからは，約190 Maの変成年代が得られた．（4）飛驒古期
花崗岩類のマイロナイト化した花崗岩類は，いずれも約240 Maの火成年代を示す．（5）飛
驒新期花崗岩類は200–180 Maの火成年代を示す．
これらの結果と先行研究によるジルコンU–Pb年代の情報1, 2, 6, 7, 8, 9, 10を併せると，以下の
ような飛驒帯の形成史を考察することができる．ジルコンのinherited coreの年代として，
3800–3500 Maや2700–1800 Ma，1000 Maといった年代は見られるものの，飛驒帯に保存
されている最も古い火成岩は330–300 Maの石炭紀に形成されたものである．265 Maになる
と変成作用が起き，同時に花崗岩体の形成・変成も起きた．この変成・深成作用は，約245
Maにはグラニュライト相に達し，約220 Maまで継続した．200–180 Maには花崗岩体を形
成する深成作用が起きた。花崗岩質マグマが飛驒変成岩類中の石灰岩類と反応してできる伊

西ミグマタイトは，これまでの研究で飛驒変成岩類とともに形成されたとされていたが，本

研究によりジュラ紀にも伊西ミグマタイトを形成するような変成作用が起きたことが明らか

になった．

以上のように，ジルコンU–Pb年代によって飛驒帯を形作った大陸地殻成長史が明らかに
なった．さらにジルコンHf同位体の情報を加えることによって，飛驒帯の起源やより詳細な
地殻の成長を議論することができる．
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